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日 時 平成２２年７月１３日（火） 午前１０時 開 議

出席議員 （１５人）

１番 工 藤 和 子 ２番 大久保 朝 泰

３番 大 溝 雅 昭 ４番 工 藤 俊 広

５番 工 藤 禎 子 ６番 村 上 啓 二

７番 北 山 一 衛 ８番 佐々木 隆

９番 後 藤 秀 憲 １０番 山 田 鉱 一

１２番 中 田 博 文 １３番 斎 藤 直 文

１４番 工 藤 賢 治 １５番 福 士 幸 雄

１６番 村 上 隆 昭

欠席議員 （１人）

１１番 鳴 海 泰 三

出席要求による出席者職氏名

市 長 鳴 海 広 道 副 市 長 玉 田 芙佐男

総 務 部 長 兼
選挙管理委員会事務局長 鳴 海 勝 文 企画財政部長 成 田 耕 作

健康福祉部長 農林商工部長兼
兼福祉事務所長 齋 藤 繁 人 バイオ技術センター所長 小田桐 正 樹

兼農業委員会事務局長

建 設 部 理 事
建 設 部 長 三 浦 裕 寛 公営企業担当 角 田 祐 一

総 務 課 長 兼
検 査 指 導 監 永 田 幸 男 秘 書 課 長 種 市 斉

企 画 課 長 後 藤 善 弘 財 政 課 長 工 藤 伸太郎

国保年金課長 福 士 勝 彦 福祉総務課長 鎌 田 幸 男

農 林 課 長 兼
高齢介護課長 山 口 幸 誠 バイオ技術センター次長 工 藤 秀 雄

商工観光課長 松 井 良 農業委員会会長 佐 山 秀 夫

選挙管理委員会
委 員 長 乗 田 兼 雄 監 査 委 員 瀬 左喜男

教 育 委 員 会
委 員 長 篠 村 正 雄 教 育 長 横 山 重 三

教 育 部 長 久 保 正 彦 学校教育課長 奈良岡 和 保

黒 石 病 院 黒 石 病 院
事 業 管 理 者 柿 崎 武 光 事 務 局 長 村 元 英 美
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会議に付した事件の題目及び議事日程

平成２２年第２回黒石市議会定例会議事日程 第２号

平成２２年７月１３日（火） 午前１０時 開 議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 市政に対する一般質問

出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 境 裕 康

次 長 三 上 亮 介

主 幹 兼 議 事 係 長 太 田 誠

議 事 係 主 査 山 谷 成 人

会議の 末

午前１０時０２分 開 議

◎議長（斎藤直文） ただいまから、本日の会議を開きます。

本日の議事は、議事日程第２号をもって進めます。

◎議長（斎藤直文） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

２番大久保朝泰議員、１５番福士幸雄議員を指名いたします。

◎議長（斎藤直文） 日程第２ 市政に対する一般質問を行います。

順次質問を許します。

１２番中田博文議員の登壇を求めます。１２番。

登 壇

◎１２番（中田博文） 平成２２年第２回定例会に当たり、トップバッターとして一般質問をさ

せていただきます。平成クラブの中田博文でございます。

まずもって、鳴海市長には６月１３日の黒石市長選挙、無投票ではありますが、４期目の当

選を勝ち得たこと本当におめでとうございます。対抗馬がないということは、鳴海広道市長の

続投を暗に承認したものと受けとめていいと思うものであります。鳴海市政３期のほとんどは、

イバラの道であったと思います。市民の中には「財政再建だけであればだれがやっても同じ」

とか、手厳しい批判もあったり、資金不足のために純金・銀こけしの売却をしなければならな

かった苦渋の選択、前政権がやり残している事業・施策、数多くの問題点と解決策には苦慮し

たことと思います。しかし、この後も引き続き財政健全化の総仕上げをしなければならないの

であります。
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また、小・中学校の耐震診断に伴う統廃合問題は、市民にとって最も大きな問題になるだろ

うと思われます。市長には市民を思う熱き心を改めて深めていただき、将来に禍根を残さぬよ

う、みずからがよく口にする「愚直」に仕事に励んでいただきたいと存じます。

国会議員は、とりわけ御多分に漏れず、「国民・県民のための幸せのために頑張ります」と

唱えておりますが、不況にあえぐ日本、活性化の進展はおぼつかず疲弊していく地方、年金暮

らしの方は満額もらっても生活していけない現状、地方と都会では賃金の格差がひどい。まし

てや昔に比べると給料は半分以下、大方の人間はこのままだと暮らしてはいけないという、将

来に希望を持てないと思っている人間が多いのではないでしょうか。民主党政権になって、む

だをなくして財源を確保するということであったが、目標にはほど遠く及ばず、議員の削減や

ましてや国家公務員の削減などには手をつけず、国債の依存は高く、数多くの公約も財源不足

の影響で風前のともしびであり、取り繕いに困窮している様をみるとき、選挙のときはだれし

も調子のいいことを唱えるのかと幻滅を感じるのであります。しかし、事業仕分けは自民党政

権下では進めなかったと思います。この件に関しては政権がかわってよかったという人もおり

ます。

マスコミに報道されております、むだをなくす政治に邁進しつつも国民の声を聞き、ばらま

きをなくすることが必要であり、議員たるものは私利私欲を捨て、有権者の負託にこたえてい

く努力、すなわち議会での発言であり、行政に対し提案、提言、進言をしていくことが議員と

しての責務だと私は思うものであります。当市の議会も近年は、多くて６人から５人、少なけ

れば今回のようにたったの４人の一般質問者しかありません。国家公務員も国会議員も減らさ

なければとの意見もあることは確かであります。国会議員は国会で、地方議員は議会で定数削

減を議題に話し合いをしなければならない時期に至っておると思いますが、保身のために問題

提起をしようとしないのではないでしょうか。議会に、議員に活気が起きないのであれば、議

会基本条例なるものを設置することを検討することも視野に入れながら、質問に入らせていた

だきます。

最初の質問は、小・中学校の学区再編と統合についてであります。

１点目は、耐震診断の結果を踏まえての対応についてであります。

小・中学校適正配置検討委員会を立ち上げ、小・中学校の適正な配置を考えていくわけです。

しかし、少子化はさらに進み、平成２６年度には平成元年度に比べて半減になるとの予測でも

あります。担当部は耐震診断を受けて、改築を５棟、補強４棟、指標に基づき順位を決定。改

築の場合は設計、工事内訳書を作成した上で施設整備計画を策定し、国に補助金を申請するこ

ととし、補強工事の場合は補強方法を検討し、設計を終えると県建築物耐震診断改修判定委員

会の承認を得て、工事内訳書を作成し、補助金の申請をする運びになるとのことであります。
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改築５棟、補強４棟、計９棟のまずは概算ではどれくらいの金額になるかお尋ねいたします。

２点目は、改築と補強計画は検討委員会が進める適正配置とは別なものなのか、加味して検

討するのかお尋ねいたします。

３点目は、膨大な費用がかかるだろう改築と補強工事についてであります。

学校は教育上、絶対におろそかにできないとは存じますが、１校自体形成が難しくなってき

ている今日、９棟に上る施設整備の手当てをしていくのか、ここで思い切った決断をしなけれ

ばならない時期に来たということを教育委員会に申し上げたいのであります。見解を賜りたい

と存じます。

私が申し上げたいことは、検討委員会は検討委員会で、教育委員会は教育委員会であって、

検討委員会だけに責任を持たせるのではなく、教育委員会も独自の話し合いなり、見解を持っ

ておかなければならない重大なものと考えますが、いかがでしょうか。

次は、改築についてであります。

この問題は耐震診断とは切り離すことはできないと思うのであります。もし、東英中学校の

体育館だけを改築する場合、それだけで済むのか。校舎も古くなっているので、全体の改築を

しなければならないと思うし、中郷小学校も黒石小学校も同様であり、当市の適正配置より学

校の存続、あり方という観点から物事をとらえていかなければならないのではないでしょうか。

当市の財政力も考慮しながら、小規模化する学校のあり方をも考え、思い切った統合、すなわ

ちマンモス学校をつくるしか手段はなくなってきているのではないでしょうか。少子化もさら

に進み、当市の人口も減少してる今日、頭の切りかえをしていかなければ生き延びていけない

時代が来ると思うのであります。教育委員会の見解を求めるものであります。

２番目は、財政問題についてであります。

平成１０年当時の財政状況は、一般会計８億６，０００万円の赤字と約４５０億円の起債残

高でしたが、３９７億円に縮小するまでになったことは画期的なことであり、単独の事業もで

きるようになったことはうれしい限りであります。

今年度の予算は１４６億５，６００万円で、前年度比０．５％増であります。主要施策２７

項目中、重点事業は６項目で、もはや実施されているもの、進行並びにこれからというものも

あると思いますが、重点事業の実施状況の効果と市民の反響をお尋ねするものであります。

一つ目は、商工振興補助金、プレミアム商品券は２年目ということであり、市民並びに商店

の方々には大変喜ばれているとの事であり、早々と完売したとのことであります。地域の活性

化と市民の生活の支援になったと思いますが、いかがでしょうか。

二つ目は、中町こみせ通り親水空間創出事業の進捗はであります。

三つ目は、１００億円農業、果樹共済加入促進助成事業の推進状況はであります。
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四つ目は、小学校新入学児童支援事業については、子供、父兄、学校などの反響はでありま

す。

五つ目は、住宅耐震診断支援事業申し込み状況はどのようになっているのかであります。

六つ目は、がん検診受診率の向上策の実施と成果についてはどのようになっているのかをあ

わせてお尋ねいたします。

また、平成２１年度の決算の見込額は５億円とも５億５，０００万円とも言われております

が、５月に出納閉鎖が終わり、６月いっぱいに精査なり確認が終わっていると思いますので、

平成２１年度の決算見込みはどれくらいの額になり、内訳はどのようになっているのかもお願

いいたします。さらには、ことしの２２年に関しては、引き続き努力を重ねており、黒字化に

向かっておると思います。今年度の目標額はどのような予測を立てておるのかもお尋ねいたし

ます。

３番目は、こみせの保存活性化についてであります。

私は、この問題に関しても数多く提言・提案しているものであります。文化課が進める建物

等の修景や復元は少しずつではありますが、着実に進んでいることはだれしもが知るところで

あります。松の湯の購入、津軽こみせ駅購入により、活性化を推し進める準備と先行投資は目

に見えているのでわかります。そしてことしは、かぐじ広場の井戸水を利用して、こみせ通り

の前堰に水を流し、いやしの親水空間をつくるべき事業が進んでいることは環境整備が進展し

てると思います。しかし、こみせを生かしたまちづくりに関しての推進策が見えない。旧態依

然とした役所の縦割りの体質で進むものも進んでいないのではと何度も質問したところ、３月

議会で初めて、七つの課で組織している「こみせ保存活性化検討委員会」があることを公表し

たのであります。

私は、何度も何度も「こみせを生かした推進策、観光面での振興策、基本的な考えとまとめ

をする担当課はどこなんですか」と問いかけしても、「庁舎内で必要に応じ協議をしているか

ら」と、私の話には耳を傾けてはくれなかったのであります。なぜ検討委員会が存在するにも

かかわらず答えなかったのか、まずはお尋ねいたします。

次に、こみせ保存活性化検討委員会のリーダーはどの課になるのかであります。こみせを生

かしたまちづくりに関して、３月議会終了後、こみせに関連する団体との話し合いを実行する

との答弁であったのでありますので、実行したのかお尋ねいたします。

また、検討委員会は、こみせを生かしたまちづくりに関する整備のための施策をまとめてお

るやにも聞いております。主なもので結構ですので、どのような構想を持ち、当面どのような

施策を講じていくのかお尋ねいたします。

次に、駐車場の確保についてであります。
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よく見る光景であります。こみせを見学に来ているお客さんの車が中町の車道にとめて散策

しているのであります。また、観光客が商店に入り、駐車場がどこにあるのか聞いているらし

いが、遠くの方を指さすと、ちょっと見学して帰っていってしまっている光景。大型バスは市

役所の駐車場に入れて、観光客は歩いて中町に行っている光景は見られます。町の方からは中

町の近くに普通乗用車が停車できるかぐじとか、浦町の空き地とか、横町の空き地とかを調査

をし、所有者と話し合いをし、できるだけお金のかからないような方法で駐車場を確保し、わ

かりやすい観光客用の看板をつくり、滞在時間を少しでも長くする工夫もこれからの課題であ

り、戦略の一つと思います。この問題は大事なものでありますので、真剣に取り組んでいただ

きたいと存じますが、いかがでしょうか。

４番目は、市民の要望についてであります。

黒石市長選での県政・市政報告会が５月１７日、鳴海市長のおひざ元の浅瀬石地区を皮切り

に行われました。前回の市長選とは違い、８名の議員しか応援には来ませんでした。市長、高

樋県議、８名の市議で１０地区と１町内の１１カ所で実施されたのであります。各自がそれぞ

れの考えを述べられ、参加者の方々から質疑・要望を承ったのであります。その方々にかわっ

て質問をしますが、決着がついているもの、検討中のもの、新しいものとあろうかとは存じま

すが、市長並びに担当の方より答弁をお願いするものであります。

まず、教育であります。

図書館建設は、いつごろどのようになるのか、めどはであります。

二つ目は、一番要望の多かった市民文化会館の再開はであります。

三つ目は、北陽小学区での小屋敷飛内線が児童たちには非常に交通量が激しく危険であるの

で、歩道、すなわち通学路の設置を県に働きかけてほしいとのことであります。

四つ目は、山形地区の方から、東英中学校の改築が難しいのなら、東英小学校に増築をし、

小中学校一貫教育できないかということであります。

五つ目は、中郷小学校の正門近くが登下校時、送迎のための父兄の車が非常に危ないので対

策をしてほしいとの要望であります。

六つ目は、学力も大切だがはっきり物を言える子供、先祖・親を思う教育をしていただくな

らば、子供は伸びるという意見があったのであります。

次に、市長と県議、市議に対して、選挙のときだけでなく、年に一度くらい県政・市政報告

会を開催してほしいとの要望であります。

次は、農業であります。

一つ目は、わら焼き防止はどのようになっているのか。北地区では二、三人の方が警察より

注意を受けていたそうです。防止の状況と担当がつかんでいるものの報告を求めるものであり
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ます。

二つ目は、昔は田園観光都市黒石と標榜していた時期があったのでありますが、いつの日か

らか聞かれなくなりましたが、当市の主体は農業であり、もっともっと農業の生産がよくなる

ような施策を講じてほしいとのことであります。

次は、福祉であります。

老人センターの日本間を他の公民館並みのじゅうたんにしてほしいとのことであります。

観光面であります。

駅前にホテルとか旅館がないので、外部から来た方は不便を感じているのではないかという

ことであります。宿泊施設をふやす運動をしてほしいとのことでありました。

私たち議員は、市民の代弁をしていかなければならないわけであります。時には小さな、く

だらないようなものもあるかとは存じますが、前向きな答弁を期待いたし、４番目の質問は終

わります。

最後の質問は、市長の政治姿勢についてであります。

１点目は、４期に向けての抱負と決意についてであります。

私は、さきの議会で、鳴海市長３期１２年の総評についてと４選出馬についての質問をして

おります。答弁は「就任以来、公平・創造・謙虚を政治理念としながら、市民との協働による

自立したふるさと黒石の創造のため、一貫して財政再建を重要課題に掲げ、その達成に誠心誠

意、全力を傾注してきた」とのこと。少子高齢化の進行による行政需要の増大、景気の低迷や

国の三位一体改革による財政的制約により、一層厳しさを増す状況となり、アクアリゾートパ

ーク事業を初め、大型事業の構想を白紙撤回し、行財政改革を徹底的に進め、純金こけしの売

却や職員の給与カット、家庭ごみの有料化、公共施設の休廃止や民間移譲、指定管理者制度の

導入など、これまで２００件余りの財政再建策を実施し、５０億円以上の経費を節減すること

ができたとのこと。長年にわたる財政再建がようやく実を結んだものと大きな達成感並びに充

実感を覚えるとともに、市民に対して期待におおむね添うことができたと自負したことを述べ

ておられたのであります。ましてや、ぶれることなく、一貫して職員の不補充を続けながら１

００人の減、臨時職員も約１００人を減員したのであります。

財政再建は見事なまでなし遂げるところまで来ていることは確かであり、引き続き集大成ま

で進めていただきたいと存じます。この後の財政の健全化に向けての決意と、当市は人口の減

少はさらに進むであろうし、市の衰退には歯どめがかからないと思いますが、伝建群を生かし

た観光面でまちづくり形成を図り、活性化を見出していかなければならないのだと思います。

黒石市に元気と市民に夢をつくっていかなければならないと思います。４期目の総仕上げの政

策を含めた抱負を述べていただきたいと存じます。
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次に、ローカルマニフェスト型公開討論会についてであります。

黒石市長選を前に６月１１日夜、スポカルイン黒石で、黒石青年会議所が主催する初めての

マニフェスト型公開討論会が開かれ、出席者から当面する課題である市民文化会館の再開問題

など、数多くの質問が出、共に考える場となったのであります。

まず、お尋ねすることは、公開討論会のあり方に対する市長の考え、出席してみての感想は

と、重要施策の中ですぐ行うものには、こみせを核にしたまちづくりの推進はと、農業生産額

１００億円達成に向かう施策はであります。今のままでの施策だけで１００億円に到達できな

いので、もっと大きな支援をしていかなければならないのだと思うものであります。

また、経済活性化については、商工と観光の連携を強調とありましたが、具体策はあるのか

であります。

学校の適正配置については、市民を巻き込んだ議論が必要だとの質問に市長は「はい」と答

えています。

当市の進め方は間違ってはいないが、市民の声を聞くには弱いのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。市民文化会館の再開を早く、図書館建設、こみせ通りの駐車場の設置をと

数多くの質問が寄せられたことは、まだまだ市政に対して期待をしているものがあるのだと実

感させられたのであります。さきの質問と重複する項目が多数ありますが、重複するものは数

多くの市民が望んでいるものだということだと思います。市長はこれらの要望に対して、１０

０％とはいかないにしてもこたえていく努力をしていかなければならないわけであります。鳴

海市長の見解を承りたいと存じます。

以上で、壇上からの一般質問を終わらせていただきます。御清聴まことにありがとうござい

ました。

（拍手） 降 壇

◎議長（斎藤直文） 理事者の答弁を求めます。市長。

登 壇

◎市長（鳴海広道） 平成クラブ、中田博文議員にお答えをいたします。

相変わらず多岐にわたっての御質問、それなりに心に重く受けとめながら、批判とも受け取

れる、提言とも受け取られる、激励もあったようであります。その中で評価もあったようであ

ります。それらを踏まえながら、一生懸命答弁いたしたいと思います。

このたびの市長選挙におきまして、引き続き４期目の市政を担うことになりました。これま

で市民、議会、職員の御理解と御協力に支えられながら、一貫して財政健全化に取り組み、累

積赤字の解消や一般会計の黒字化、財政調整基金等の積み立て、起債残高の大幅な圧縮など、

着実に健全化を図ってまいりましたが、現在の財政状況はいまだ予断を許さない状況にあると
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認識しております。これからの４年間を集大成と位置づけ、負の遺産を後世に引き継いではな

らないという強い決意のもと、財政健全化の取り組みをさらに加速し、直面する課題に愚直に

取り組みながら、住みよい黒石の実現の道を力強く歩んでまいりたいと考えております。

先月行われたローカルマニフェスト型公開討論会についてでありますが、立候補者が訴える

選挙公約の主張を有権者に直接伝えることで政治への関心を高め、有権者の政治離れを抑制す

るなど、政治や行政を身近なものとしてとらえる機会となったことや、行政とともに地域の問

題に取り組むという、住民意識を向上させることが有意義であったと率直に感じております。

討論会で掲げた「こみせを核としたまちづくり」の観光施策や農業施策の「農業生産額１０

０億円」、経済活性化の具体策である「商工と観光の振興」の各重要施策については、自主的

かつ積極的な取り組みをしている地域の組織や団体、事業者とこれまで以上に結びつきを強め、

市民の参加と協働によるまちづくりに粘り強く取り組んでまいりたいと考えております。

特に、学校の適正配置につきましては、保護者の方や児童・生徒に不安を抱かせることのな

いよう、地域住民の意見を幅広く聴取し、適切に判断しなければならないと考えております。

最後に、市民からの要望に対してでありますが、今後も財政状況を見きわめながら、行政需

要の大きさや優先度を考慮して判断していかなければならないものと考えております。以上で

あります。

降 壇

◎議長（斎藤直文） 教育長。

◎教育長（横山重三） 中田議員の御質問にお答え申し上げていきます。

まず一つは、小・中学校の学区再編と統合についてということで、ア・イ二つ。耐震診断の

結果を踏まえての対応についてと、イとして、改築について、御質問この二つでございます。

質問の要旨としましては、ア・イと二つございますから、アの方の一つは、９棟の概算工事費。

それから二つ目は、補強・改築計画は検討委員会の適正配置とは別なのか。三つ目は、９件全

部整備するのか。市教育委員会としての独自の考えはあるのか。それからイとして、少子化が

進むので思い切った統合の検討をしてはどうかという質問事項でございます。順にお答え申し

上げます。

校舎の補強はあくまで概算でございますが、４棟で１億２，５００万円、幼稚園舎は１億８，

０００万円ほどで、体育館の改築は１棟当たり２億５，０００万円、９棟では１３億５００万

円と見込んでおります。

次に、耐震診断結果と適正配置検討委員会のかかわりでございますが、今回の補強や改築工

事は児童・生徒の安全性の確保を最優先する喫緊の課題であり、将来的な少子化に伴う学校の

適正規模や適正配置を検討する黒石市立小・中学校適正配置検討委員会とは対応が若干異なる
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ことを御理解いただきたいと思います。また、適正配置検討委員会の答申があった場合は、教

育委員会としてはそれを尊重しながら、施策に反映してまいりたいと考えております。

今後の整備については、危険度の高い施設を基本として、まずは児童・生徒の学習、生活の

場となる教室棟の補強工事を優先し、その後、順次体育館の改築に着手していく予定ですが、

工事期間中の代替施設確保等の事情も考慮して進めてまいりたいと思っております。

最後に、改築する際の学校の統廃合についてでございますが、地域の文化とか、あるいはコ

ミュニティーの問題など、さまざまな課題があることから、地域の意見を十分把握した上で慎

重に検討し、学びや育ちの質を高める充実した教育を支える環境を全小・中学校に実現するた

め、児童・生徒にとって最良の教育環境を提供できるよう取り組んでまいる所存でございます。

以上でございます。

◎議長（斎藤直文） 企画財政部長。

◎企画財政部長（成田耕作） 財政問題についての現況について、お答えいたします。

平成２１年度における決算見込額とその概要については、一般会計が約５億７，１７８万円

の黒字、姥懐霊園墓地特別会計が５，３０４万円の赤字、それと翌年度へ繰り越される一般財

源８６３万円を差し引いた普通会計の実質収支額は約５億１，０１１万円の黒字となる見込み

であります。

また、普通会計での平成２１年度決算における歳入の主な内訳として、地方交付税が約６２

億円、市税が約３０億円、国庫支出金が約２８億円、県支出金が約１７億円となる見込みであ

ります。同じく、歳出の主な内訳として、民生費が約５０億円、公債費が約２５億円、総務費

が約２４億円、衛生費が約１３億円となる見込みであります。

次に、平成２２年度における一般会計の黒字見込額については、国の動向や赤字の会計に対

する支援強化など、まだ不確定要素がありますが、本年度も収支均衡の予算でありますから、

適切な財政運営を行っていれば、黒字は確保できるものと考えております。

次に、市民の要望についての図書館建設について、お答えいたします。

図書館建設に対する市民の要望については十分認識しております。しかしながら、今現在、

最優先課題として財政健全化に取り組んでいるところであり、一般会計が黒字になったとはい

え、まだまだ予断を許さない状況であります。したがいまして、図書館建設につきましても具

体的な検討を行う段階には至っておりません。

また、図書館建設に係る市民の熱意や希望の証でもある図書館建設基金は、３月末現在２，

０６７万４３１円となっており、この善意をむだにすることなく、早期実現に向け、財政再建

に取り組んでいく所存であります。以上です。

◎議長（斎藤直文） 健康福祉部長。
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◎健康福祉部長（齋藤繁人） 小学校新入学児童支援事業の実施状況と効果について、お答えい

たします。

当初の支給対象新入学児童３１９人と６月に市外から転入してきた１人の計３２０人に対し

て、入学式などで２万円分の黒石共通商品券を支給いたしました。その効果については、市内

スポーツ店でズックや運動着、ホームセンターでの自転車購入など、支給後約３カ月間でほぼ

半数の商品券が既に使用され、保護者への経済的支援と地域商店街の活性化に貢献できたもの

と考えております。

次に、がん検診受診率の向上策の実施と成果について、お答えいたします。

今年度、短命市返上健康長寿対策として、新たに子宮がん・乳がん検診促進事業を実施して

おります。この事業は、がんの早期発見・早期治療による医療費の抑制と健康意識を高めるこ

とを目的に、検診料を無料といたしました。また、子宮がん・乳がん検診の受診を促すために

「がん集団検診のお知らせ」なども直接対象者に発送するなどにより、健康意識の啓発を図っ

ております。

子宮がん検診は５月１３日から７月１６日まで、乳がん検診は６月２４日から１０月１５日

までの予定で、始まったばかりであり、まだ成果をお知らせする段階ではございません。

次に、老人福祉センターの日本間を他の公民館並みにじゅうたん敷きにできないかについて、

お答えいたします。

老人福祉センターの集会室・娯楽室は、主に介護予防講座や教養講座の着つけ、踊り、将棋、

書道、体操などに利用されております。じゅうたん敷きにしてほしいとの要望ですが、畳につ

いてはまだ使用できる状態です。今後、日本間の利用目的、利用者の利便性や要望などを考慮

した上で検討してまいりたいと考えてます。健康福祉部からは以上です。

◎議長（斎藤直文） 農林商工部長。

◎農林商工部長兼バイオ技術センター所長兼農業委員会事務局長（小田桐正樹） まずは、プレ

ミアム商品券の効果と反響について、お答えいたします。

市では、経済活性化の起爆剤としてプレミアム分を補助することにしたところ、消費者から

の反響はよく、ことしは昨年の約半分の６日間での完売となっております。それとは逆に、プ

レミアム商品券の取扱店が昨年の６月末では２７０店舗あったものが、ことしはまだ２１４店

舗と伸び悩んでいることから、今後も商店街協同組合を通じ、加盟店募集のお願いを続けてま

いります。

次に、中町こみせ通りの前堰流水工事の進捗状況についてでありますが、ねぷた祭り前には

終わらせたいと思っております。

次に、１００億円農業達成のための果樹共済加入促進助成事業の推進状況についてでありま
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すが、本事業は、平成２１年度から平成２３年度の３カ年で取り組み、ひろさき広域農業共済

組合管内の加入率を５０％まで向上させるものであります。

当市においては、当初の加入率３６．３％から平成２２年４月現在で３７．２％と０．９％

の伸びにとどまっております。原因としては、りんごの価格低迷や農業後継者の高齢化などが

影響しているものと思われますが、市といたしましては、これからも農協などと一体となり、

ＰＲ活動を強化しながら、加入促進に努めてまいりたいと考えております。

次に、こみせ通りの駐車場の確保について、お答えいたします。

こみせ通り近辺の空き地を利用して駐車場を確保してはということでありますが、私有地で

ありますので、地元商店街共同組合と連携しながら地権者と協議を進め、こみせ通りを訪れた

観光客に御不便をかけないような形を検討していきたいと考えております。

次に、わら焼き防止についてでありますが、稲わら焼却は住民生活への影響、環境問題、さ

らには観光産業にとっても多大な悪影響を与えております。

市では、昨年７月に稲わら焼却防止に積極的に取り組むため、黒石地域稲わら有効利用推進

協議会を設立し、稲わらの収集及びすき込みを実施し、約５０ヘクタールの稲わら焼却防止対

策に成果を上げております。ことしも８月から、稲わら活用のアンケート調査を実施するとと

もに、収集及びすき込みを実施し、昨年以上に焼却防止に取り組みたいと考えております。

また、「青森県稲わら有効利用の推進及び焼却防止に関する条例」が制定され、市といたし

ましても、本条例の趣旨を理解し、県・農協などと連携を図りながら、適切に対応してまいり

たいと考えております。

次に、農業者が豊かになるための施策でございますが、市の基幹産業は農業であり、その活

性化が地域経済に大きな影響を与えますので、農業振興施策が課題であると強く認識いたして

おります。これからの農業は、高品質な農産物の安定生産、高価格販売につながる環境の整備

に努め、農、商、工が連携し、生産と加工、販売、サービス提供が一緒になり、６次産業とし

て事業展開していかなければならないものと考えております。

次に、駅前にホテル・旅館が必要との市民からの要望についてでありますが、市民の要望と

しては理解できますが、利用者の需要と事業の採算性のバランスなどもありますので、市が安

易に方針を示すことは避けるべきと考えております。以上です。

◎議長（斎藤直文） 建設部長。

◎建設部長（三浦裕寛） 私の方からは、財政問題中の木造耐震診断支援事業の申し込み状況に

ついて、お答えいたします。

県の補助金交付決定が平成２２年７月２日付であったことから、７月１５日号の広報並びに

ホームページに掲載し、申込期間を７月２６日から９月１０日までとしたいと思っております。
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以上です。

◎議長（斎藤直文） 教育部長。

◎教育部長（久保正彦） まず、こみせの保存活性化の中の検討委員会の役割について、お答え

いたします。

こみせ保存活性化検討委員会は、平成１８年１２月に設置したものであります。平成２２年

３月議会以前は「庁内を初め、関係機関等との意見集約を図り、さらに地元町内会等との連携

をとりながら進めていく」と答弁しておりますが、この「庁内」とは「こみせ保存活性化検討

委員会」のことであります。

次に、こみせ保存活性化検討委員会の座長は文化課長が務めております。

また、こみせを生かしたまちづくりには、各種団体との連携も必要なことから、随時、協議

しながら進めております。ことし４月には、中町こみせ通りの前堰流水工事に伴い、中町町内

会と話し合いを行っております。

最後に、こみせ保存活性化検討委員会は、平成１９年度に「歴史的町並み景観を活かした地

域活性化事業報告書」を作成し、昨年度より旧松の湯の再生に向けた取り組みを行っておりま

す。また、先ほど述べた中町こみせ通りの前堰流水工事もこの報告書の中の一つの事業であり

ます。

次に、市民の要望の中の教育行政について、お答えいたします。

まず、一つ目の黒石市民文化会館及び黒石公民館の再開については、今議会の補正予算成立

後、直ちに調査業務の発注を行い、その調査結果と再開に伴う管理運営費用をもとに、今後の

方針を決定したいと考えております。

次に、二つ目の北陽小学区での歩道の設置などについてでありますが、まず、小屋敷飛内の

区間は、県道大鰐浪岡線の一部であり、道路の拡幅は困難な場所と認識しております。歩行帯

の確保も含めて、関係機関と連携しながら要望してまいります。

次に、東英小・東英中学校の一貫校については、現状では考えておりませんが、児童・生徒

にとってより望ましい教育環境を検討してまいります。

また、中郷小学校の校門周辺は、午前７時から８時３０分までと正午から午後３時までの間

は、スクールゾーンで進入禁止区域となっていますので、学校を通して周知を図ってまいりま

す。

最後に、心の教育については、本市の指導方針である「知・徳・体」の調和のとれた人間性

豊かな児童・生徒の育成に向け、各学校とともに推進してまいりたいと考えております。以上

です。

◎議長（斎藤直文） 答弁漏れありませんか。
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（なし）

◎議長（斎藤直文） 再質問を許します。１２番。

◎１２番（中田博文） 教育委員会の方にですね、やっぱり適正配置検討委員会、これはこれで

いいんですけども、さらにもっともっとこう、現場、学校、児童、ＰＴＡということで、もっ

ともっと学校を利用しながら、もっとやっぱり統廃合に関しての意見を聞く、考えを聞くとい

うことをやっていかなければいけないのではないかということを常々感じてましたので、今回

もまた取り上げたということであります。というのは、まずその意見を聞くには、やっぱりそ

の基本となるのは、教育委員会の方のある程度の大筋的なものを出していかなければ、物を聞

くということは逆にできないわけでありますので、さらにまた私取り上げたからというわけで

はありませんけれども、教育委員会の独自のその考えとか、方針を考えるようなことを考えて

いただきたいというのがまず１点であります。

それとですね、北陽小学区での通学路に関して、現状では厳しいということでありますけれ

ども、やっぱりあの近辺の方々から見ると、本当に危ないと。小っちゃな子供の場合は特に危

ないということでありますので、何かしらのその類似するようなものを講じることができない

か、県の方に強く要望していただきたいと思います。

それと、市長の方にお願いでありますけれども、やっぱり一般会計黒字ということで、財政

的にはまず楽になったわけではありませんけれども、やや楽になった、なりつつあるわけであ

りますので、やっぱりその黒石市民が元気になるような方策をこれから考えていかなければい

けない。その考えていくためには、やっぱり庁舎内の職員の方々から、いろんなその意見、ア

イデアを出していただいて、それをまず集約しながらやれるものはやっていくということがま

ず１点。

それと、市民にやっぱりですね、元気になる方策、そういうものをやっぱり何かあればとい

うことで、お願いしながら出していただくということも考えの一つと私は考えますので、大い

に市民に広くそういうものを出していただくことを考えていただきたいと思います。

それとですね、図書館に関してでありますけれども、私、議員になったのは昭和５８年であ

ります。で、議員になったころから、常任委員会か議会かどちらかちょっと過去の話でわかり

ませんけれども、議会では採択になってるんだと。年数でいうと物すごい年月がたっているわ

けであります。今の財政力からすると、黒石市の図書館建設は容易でない、おぼつかないとい

うことでありますので、その新しい建物を建てるんでなくて、前にも述べておりますとおり、

農業試験場の大学校とか寮とかそういうところをまず一つの案とするとか、もしくはですね、

今市民から言われているのは、造り酒屋さんが休廃業してるところが２カ所ほどあるから、そ

ういうところの協力を得ながら、古い建物の図書館というものの考えを持つということも一つ
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の選択肢かなということを言われておりますので、それらのこともまた含めて、ただその８億、

１０億かかる図書館建設でなくて、あるものを生かすという形のものを考えていただければな

ということを提言・提案したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

◎議長（斎藤直文） 教育長。

◎教育長（横山重三） 中田議員の御質問にお答え申し上げます。

一つは、検討委員会の組織、また地域ということでございましたけれども、うちの方の検討

委員会は、他市の検討委員会組織よりは倍近い人数で組織しております。これはとりもなおさ

ず多くの方々の意見を聞くということに特段の配慮をしたと考えております。

また、現在の内部の検討委員会でいわゆる検討しているわけですが、これがやがては地域へ

出かけて、地域の方々の御意見を承りたいと、そういう手はずを整えております、スケジュー

ルを組んでおります。

今、議員のお話の中で、教育委員会の考えをその際出してもいいんじゃないかなということ

でございますが、これは気をつけないといけないんじゃないかなと思います。余り先走った前

を見過ぎるといいますかね、先の結論を出すようなことを言いますと、私は検討委員の方々に

御迷惑するんじゃないかなと思うんですよ。検討委員会の方々はかなり選ばれた方々でござい

ますし、それぞれやっぱり持論もあるようでございますから、あの方々が責任よりも私は誇り

を持って、委員の方々がこの仕事をやり遂げていただきたいということを考えております。そ

のためにもあの方々の意見を尊重して、地域へ出かけても教育委員会でちょっと待ったといっ

て、途中から話をすることは控えた方がむしろいいんじゃないかなということで、その調整の

時間をとる機会はあると思いますので、そういう思いで地域の方々の御意見を承ってまいりた

いと、そういうふうに考えております。以上でございます。

◎議長（斎藤直文） 市長。

◎市長（鳴海広道） ただいま図書館について、大変ユニークな御意見があったことを私も「あ

あ」という気持ちで今聞いておりましたけれども。１０億とか１５億とか、そういう考えを変

えて、今どこかにあるもの、それを最大に利用した方がいいのではないかという、それはどこ

なのか、ここが問題だと思いますけれども、私はよく聞いておきたいと思います。造り酒屋と

いっても、それは了解とらなければ簡単にそれはしゃべられるもんでもないし、そのことは別

だと思いますけれども、いろんな遊休施設、どういうもので利用できるのか、私個人として考

えたいと思います。まだそれ以上は申し上げられないと思います。以上であります。

◎議長（斎藤直文） 総務部長。

◎総務部長兼選挙管理委員会事務局長（鳴海勝文） 中田議員の市民や職員が元気になるような

アイデアをということでございますが、市民に向けましては、市長への手紙をこれまでも実施
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してきておりまして、たくさんのアイデアをいただいておりますし、職員向けにつきましては、

今年度、職員の提案制度の中で７月末にはまとまると思いますが、そういう制度も導入されて

おりますので、生かせるものは今後生かして、元気な黒石のまちづくりにつなげてまいりたい

と思います。以上であります。

◎議長（斎藤直文） 教育部長。

◎教育部長（久保正彦） 北陽小学校の歩道設置の件ですけども、繰り返しになるようですけど

も、機会を見つけて関係機関との連携を強めて、要望してまいりたいと思います。

◎議長（斎藤直文） 以上で、１２番中田博文議員の一般質問を終わります。

◎議長（斎藤直文） 次に、５番工藤禎子議員の登壇を求めます。５番。

登 壇

◎５番（工藤禎子） 日本共産党の工藤禎子でございます。通告に沿って質問をさせていただき

ます。

まずは、連続４選おめでとうございます。市長は「あとの４年間を最後の命がけで将来への

仕上げをする。みずからの集大成として仕上げる自信もある」と力強く語っています。そこで、

市長にお聞きする第１点は、市長選で示したローカルマニフェストについて、お聞きします。

限られた字数やスペースもあったかもしれませんが、具体的にはどうするのかが見えてこな

いので、もう少し詳しく黒石市のビジョンをお聞きしたいと思います。

二つ目は、広域行政が進んでいる中で、市長は今後、消防、ごみ、環境、介護、福祉、病院

など、広域的にどのような接近・展望を持っているのかお尋ねいたします。

質問の第２は、農業行政について、お尋ねいたします。

ことしの４月から、米の戸別所得補償モデル事業と水田利活用自給力向上事業の受付が始ま

り、６月いっぱいまでの締め切りで加入申請が行われましたが、米の戸別所得補償制度の申し

込み状況と問題点について、お聞きしたいと思います。

農業行政の２点目は、つる割れりんご対策についてですが、りんご園地を回って聞かれるこ

とは「中心果がない、ここずっとりんごは悪かったが、ことしが一番悪い。仕事にも熱が入ら

ない。親の代からの農地をただ守っているだけだ。農家の暮らしは切なくて、子供に継げとは

言えない」と嘆いています。また、ふじのつる割れも安値に拍車をかけます。そこでお聞きし

ます。

一つは、つる割れりんごなど、わけありりんごの販路拡大をどのように積極的に進めるのか。

二つ目は、そもそもつる割れを出さない栽培技術は現在どのように研究されているのかお聞

きいたします。
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第３は、雇用創出対策と地域経済振興について、お聞きいたします。

黒石職安管内の有効求人倍率は０．１４倍と依然厳しく、求職者からは悲痛な叫びが寄せら

れます。まさに生活と命にかかわる大問題になっています。毎回面接しても落とされる。履歴

書を郵送しても面接までもこぎつけないなど、失業が長期化する中で、雇用の確保は生活と命

にかかわる大問題になるわけです。黒石青年会議所が行ったアンケートでも、雇用と産業を何

とかしてほしいが最も多く求めていました。

そこで、お聞きする第１点は、水道管の老朽施設の更新工事を追加して広げる考えはないか

ということであります。現在、鋳鉄管とビニール管あわせての老朽化は４１キロメートルとな

っているのに対し、２２年度は４００メートルで２，０００万円ほどの予算計上であります。

しかし、２１年度決算では１億２，３９８万円の黒字を出し、資金剰余額は９億６，４０６万

円で、行財政運営計画の８億８，５００万円より８，０００万円ほど上回っています。したが

って、老朽化工事をふやせる根拠はあります。

第２点は、住宅リフォーム助成制度を創設してはどうかということであります。

秋田県が創設し、県内２５市町村中１５市町村に取り組みが広がっています。全国的には３

０都道府県で１５４自治体が実施しており、内容は工事費が５０万円以上の増改築リフォーム

工事が対象で、限度額が２０万円助成されるという仕組みです。このように仕事を起こし、広

く業者に仕事を回す。このようなことを考えていただけるものかお聞きします。

第４は、国保税の引き下げについて、お伺いします。

まず一つは、国保税滞納にかかわる保険証の問題ですが、この問題は１９８７年に国民健康

保険法が変わり、資格書が法規定されました。私は当初から資格書の発行は命にかかわる問題

だからやめよ。滞納対策は別次元で対策をとるようにと訴えてきましたが、黒石はもちろん、

全国的にも行政は頑として動かなかったわけです。役所はよく「みんな苦しい中で一生懸命保

険税を納めている。納めていない人に同じように保険証を渡したら、それは不公平じゃないで

すか」と言ってきました。しかし、親が滞納しているといっても子供に責任があるのか。子供

が病気をしても我慢させるのか。せめて子供には保険証の取り上げはやめるべきだという世論

と運動の中で、昨年の４月１日から中学生以下の子供には短期保険証が交付されるようになり

ました。そしてことしの４月から、高校生にも短期保険証が交付されることになりましたが、

黒石では保険証は何カ月有効になりますか。そして対象者は何人かお知らせください。また、

国保会計は２０年度の決算で黒字、２１年度の決算見込みでも黒字の方向でありますから、国

保税の引き下げは可能と考えますがどうでしょうか。

第５は、介護保険事業内容と福祉施設の充実について、お聞きいたします。

１点目は、院内介助について、お聞きいたします。
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通院、外出介助は介護保険の訪問介護、ホームヘルプサービスの対象となるサービス行為で

す。一人だけでは安全に通院することができない利用者にとって、ヘルパーの通院介助は医療

を受ける権利にかかわる重要なサービスです。ところが、この通院介助のうち、医療機関内で

の付き添い、見守り、介助等があたかも介護保険の対象とならないかのような扱いがされてき

ています。ヘルパーの介助が医療機関と自宅との往復だけに限定され、院内での付き添いが介

護保険で認められないため、通院に大きな支障を来しています。院内の移動等の介助は基本的

には院内のスタッフにより対応されるべきもの。待ち時間は介護保険の報酬に含まない。この

扱いがヘルパーの院内での介助を困難にしています。往復の介助しか介護保険の対象とならな

い。したがって、ヘルパーは一切の院内介助をしない。あとは医療機関の責任という行政の指

導に忠実に従えば冷たい対応になるわけです。しかし、医療機関側が必要な付き添いや介助を

してくれるわけではないので、ヘルパーは帰らず結局は利用者に最後まで付き添うことが多い

のが現実です。黒石市内の施設ではどのようになっているのかお聞きいたします。

二つ目は、特別養護老人ホームの待機者はふえているのか、数をお知らせください。

三つ目は、介護にかかわる福祉施設に対して、アンケートを実施してはどうでしょうか。そ

の目的は、対応力を高めたいという立場です。それは笑顔を忘れない対応とか、医療の知恵を

高める教育的内容、接遇をよくするなど、目的とする内容でどこの施設もレベルアップするの

がねらいです。アンケートの実施をお願いしたいと思います。

最後は、黒石こみせ通りの活性化について、お尋ねいたします。

第１点は、観光政策の概念をまずはお聞きしたいと思います。

第２点は、どのようなまちづくりにするのか、先ほど中田議員の質問にもありましたが、各

団体との話し合いが進んでいます。私なりに幾つか提言したいと思います。

一つは、「青森のへっちょ」というふうな言葉が使われてくるようになりました。伝承工芸

館では「青森のへっちょ津軽伝承工芸館でございます」というふうに電話に出るんですけれど

も、それで私聞きました。「へっちょ」という特徴は何か地形的なもののほかに意味を含んで

いるのかしらと。そうしたら、いや、黒石というところがなかなかわからないということもあ

るので、青森県の真ん中だという特徴を一応示したということなんですけれども、それだけで

なく、もっとこう意味を持たせることが重要じゃないかなと。その「へっちょ」という言葉で

もいいかもしれませんが、それにもっと意味をつけて膨らませるということが必要じゃないか

なというふうに思います。例えば、全国的に農業分野なども含めれば、全国的に何位かという

のが結構ありますよね。この間もこけしの関係で伝承工芸館の方で、三つ全国で１位があると。

だるまとこけしと、今灯籠の長いのをやるとかって言ってましたよね。だから、全国的にデー

タ的にすぐれている、そういうものをピックアップしながら、黒石の強みを見つけていくとい
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うことが必要かなというふうに思います。

それから、いろいろと情報を寄せていただきました。大学生や教授ですね、シャレットもや

りましたし、あと建築士会からもいただきましたし、全国的にいろんな情報や提案を受けてい

ると思います。これ以上不要ということはないと思いますが、私は寄せられた提案、収集した

そういうものをですね、精査する、分類する、そして優先順位を絞り込んでいくという形で煮

詰める上で、実行するプロジェクトをきちんと立ち上げていくということが必要だと思います。

その中にプロの人をやっぱり中心に入れるということです。それは職員をそういうふうに教育

するということでもいいし、大学の教授をその中心にするということでもいいので、すぐれた

ものをどんどんと拾い上げ、黒石らしさをつくり上げていくということが必要だなというふう

に思っています。

それから、あと情報の共有化というふうにいいますか、いろんな団体が一生懸命いろんな企

画をしたり、それから小冊子をつくったりというふうなのをしています。それは非常にいいこ

となんですけれども、ダブる場合もあるんです。それを全部一緒にして、そしてボリュームの

ある、もっと大きく網羅したものを協力すれば一つにできるのではと思います。もちろん組織

に強要するものではありませんが、そういう知恵を集めればいいのではないかなと。なぜなら、

パンフレットもですね、高いものですから、そう２年、３年っていうふうに毎回つくれない。

だけれども、町並みは変わったり、あるいは新しいものができたりするわけですから、そうす

るとそのパンフレットもシリーズ化して出せるように、まとまればお金の負担なども含めてで

すね、資金を効率よく活用できるのではないかなというふうに考えていますし、内容も豊富な

ものになるのじゃないかなというふうに考えています。

いつも中途半端なというか、そのとき考えた提言になっていますけれども、以上提言をしま

して、私の壇上からの一般質問を終わらせていただきます。

（拍手） 降 壇

◎議長（斎藤直文） 理事者の答弁を求めます。市長。

登 壇

◎市長（鳴海広道） 日本共産党、工藤禎子議員にお答えをいたしますが、ちょっと答弁の要旨

と工藤禎子議員の質問とちょっと異なるというか、合わない面がありますので、ちょっと答弁

が雑になるかもわかりませんけれども、誠心誠意答弁したいと思います。

今、冒頭、工藤禎子議員から、４期目に臨む市長の顔が見えないというか、ちょっとその辺

の質問があったようでありますけれども、その点は見えるようにこれからこの４年間、一生懸

命頑張っていきたいと思います。

特に、これからの広域行政どうなるだろうと。これからは私も好むと好まないにかかわらず、
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この津軽、弘前を中心としてやれるものは何なのか。すぐ時代が待ったなしに来ると思います。

特に今進められているのは、消防広域化であります。県内六つ、その中で弘前を中心とした消

防は県内で一番大きいと、そのことが先般、最終的に８市町村で合意を得たわけであります、

一緒にやりましょうと。時代はどんどんどんどん消防はもちろんのこと、医療というものも取

り上げられていくと思います。医師不足の時代、どうなれば医師が充足されるのか。こういう

ことも今後どんどんどんどん広域的な考え、そのことが今総務省で大変熱心な地方自治体もこ

うなるべきだということが定住自立圏構想という、これが総務省から示されております。この

ことも先般、ようやく弘前市長から要請がありまして、この考えをやろうではないかと。つま

り円卓会議、このことが提唱されまして、ややもすれば今まではこの津軽８市町村がなかなか

歩調が、足並みが統一できなかったわけでありますけれども、今度弘前市長が大変な熱意を持

って広域行政ももちろん進んでいきますけれども、さらにこれを一歩進んだ定住自立圏構想と

いうものが大変今弘前は熱心でありまして、このことを八戸市が８市町村で大変な熱意を持ち

ながら進められているわけで、中心市という表現で、もう八戸市は総務省の認定を受けたわけ

であります。この弘前を中心として黒石・平川市も入りながら、私は定住自立圏構想というも

のを進めていかなきゃならない。こういう考えでいますので、これから２回、３回と会合も多

くなっていくと思いますけれども、ぜひおくれたこの津軽というものを、そしてそれがイコー

ル顔の見える津軽というものが私は実現すると思います。清掃しかり、消防しかり、医療もし

かり、観光も大事であります。１２月４日を迎えて、ただ黒石だけではなく、これを弘前を中

心とした津軽一円で観光というものを推進していかなきゃならない。このことも今後取り組ん

でいかなきゃならない大きなこれからの宿題と考えておりますので、今後とも議員各位、特に

工藤禎子議員、先ほどのいろんな観光についての、こみせについてのポスター・パンフレット

を初めとして御提言ありましたので、これも黒石だけということでは私はいいのか。もちろん

弘前を入れて、田舎館、平川市とも提携できるものは何なのか。これらもこれからますます重

要になっていくと思いますので、十分気をつけながらこの津軽全体の振興のために考えていき

たい。このことを答弁して終わりたいと思います。何だか最初の質問と先ほどの質問とちょっ

と違って、これしゃべればおかしい答弁になるもんですからね、そういうことを申し上げて終

わりたいと思います。以上であります。

降 壇

◎議長（斎藤直文） 健康福祉部長。

◎健康福祉部長（齋藤繁人） １８歳以下の短期被保険者証の交付人数と国保税の引き下げをす

べきでないかについて、お答えいたします。

短期被保険者証交付世帯に属する高校生世代以下については、６カ月の有効期限で７月１日



- 29 -

現在、対象者２３４人全員に交付しております。

国保税の引き下げについては、現在、当市の国民健康保険財政は、昨年度猛威を振るった新

型インフルエンザなどの影響も比較的少なかったことから安定しておりますが、昨今の経済状

況悪化による非自発的失業者の国保加入者の増など、大きく変化していくことが予想されてお

り、さらなる事業の安定運営が求められています。

加えて、平成２５年度には、大規模な医療保険制度改革が予定されていることから、国民健

康保険税率の引き上げなどが発生しないよう努めることが、現時点で最も重要なことと考えて

おりますので、保険税率引き下げの考えはございません。

次に、院内介助の黒石市内の実態について、お答えいたします。

病院内で介助を行い、介護報酬を算定するには、身体介護中心型での通院介助をされた利用

者の方で、院内スタッフなどによる対応が難しいこと、利用者が介助を必要としている状態で

あること、適切なケアマネジメントを行うことなどを要件として、例外に認めております。な

お、病院と介護事業者の間で、院内介助を必要とする方についての対処についてのトラブルの

報告はございません。

次に、特養待機者について、お答えいたします。

市内２カ所の特別養護老人ホームの待機者は、平成２１年６月から平成２２年６月までの１

年間で４８人増加し、２６４人となっておりますが、これら待機者の中には、既に亡くなられ

た方や２カ所の施設に申請されている方、老人保険施設やグループホームなど、既にいずれか

の施設に入所している方が含まれております。昨年７月に県が行った待機者の実態調査では３

２人の方が在宅の待機者でした。

次に、福祉施設利用者アンケートの実施について、お答えいたします。

施設の評価につきましては、何らかの外部評価及び調査を受けており、インターネット上で

公表されておりますので、現在のところアンケート実施は考えておりません。

また、苦情などにつきましても、事業所、保険者、包括支援センター、国保連で受け付けて

おり、必要に応じて事業所に状況の確認、指導を行うなど、今後も利用者が不利益とならない

よう努めてまいりたいと思います。以上です。

◎議長（斎藤直文） 農林商工部長。

◎農林商工部長兼バイオ技術センター所長兼農業委員会事務局長（小田桐正樹） まずは、戸別

所得補償制度の申し込み状況と問題点について、お答えいたします。

米戸別所得補償モデル対策事業の当市の加入申請件数は、６月３０日現在１，３７０件、加

入率は約８０％となっております。米の販売価格にかかわらず、１０アール当たり全国一律１

万５，０００円の定額交付では、米価の低迷解消・安値補てんにならないのではとのことです
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が、農家にとりましては所得向上につながるものと考えております。当事業は、平成２３年度

の本格実施に向けてのモデル対策事業でありますので、今後の推移を見守り対応していきたい

と考えております。

次に、りんごのつる割れ対策についてでありますが、近年、りんごのつる割れが多く発生し、

市場価格の低迷に追い打ちをかける事態となっております。発生しやすい条件として、８月に

雨量が多く、果実の肥大良好、樹勢が強いことの３点がそろうことが考えられ、特に夏場の多

雨は、果実肥大の促進や樹勢の強化に対しても密接にかかわっていると推測されております。

以上のことから、つる割れ軽減対策として、樹勢を必要以上に強めないこと、袋かけなどを

実施すること、さらには収穫を必要以上におくらせないことなどの周知徹底と、つる割れの発

生要因や防止対策などの研修会を開催できるよう、また、わけありりんごの販路拡大につきま

しても含め、県・農協などに積極的に働きかけてまいりたいと考えております。

次に、黒石こみせ通りの活性化についてでありますが、日本建築学会大会実行委員会主催に

よるシャレットワークショップの松の湯再生や、青森大学社会学部のこみせ通りの活用などの

提案を庁内組織である、こみせ保存活性化検討委員会で検討を重ねております。

また、新たな交流と創造の拠点として、貴重な歴史的資源を生かしたまちづくりの推進、観

光交流機能の強化と地域振興を図り、市の活性化を目指すとともに、多くの人々が集い、また

議員からの御提言をも生かしながら、新たな交流が生まれてくるこみせとして活用を図ってい

きたいと考えております。以上です。

◎議長（斎藤直文） 建設部長。

◎建設部長（三浦裕寛） 雇用創出対策と地域経済振興について。初めに、水道管の老朽施設の

更新について、お答えいたします。

水道事業は、安全でおいしい水道水の安定的な供給を確保することを目的としております。

平成２１年度末、耐用年数を経過した配水管は、硬質塩化ビニル管、鋳鉄管合わせて４１キロ

メートルとなっております。これらの老朽管の更新については、経営状況を見きわめながら、

耐震性を考慮した更新計画を策定し、計画的に実施し、雇用対策にも努めてまいりたいと考え

ております。

次に、住宅リフォーム助成制度については、現在、国の支援事業として、減税・補助・融資

の制度があることから、現時点で市独自の助成制度を設けることは考えておりません。以上で

す。

◎議長（斎藤直文） 答弁漏れありませんか。

（なし）

◎議長（斎藤直文） 再質問を許します。５番。
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◎５番（工藤禎子） 市長の政治姿勢については、対抗馬を出したわけでもないので、ありがた

く一応お考えをお聞きしておきます。

農業の問題なんですけれども、「いい制度だよ」と、「ためになるよ」というふうに言いな

がら、２割の方はどうして加入申請しないのかっていうことをまずお聞きしたいと思います。

それが減反に参加することとか、水稲共済に加入していることとかっていう条件があります

ので、そういうことの絡みの中で入れないのか。一方では、政府が古い米を買い入れるという

ことになったので、今度米価の下落となり、この間新聞では１俵１万２，９００円で政府が買

い入れるという報道もされています。そうすると、また米価の下落に歯どめがかからないと。

下がるんだけども、１反歩、今１万５，０００円の補てんですけれども、本来であれば、もっ

とこの補てん分を上げてもらわないと、農家は合わないことになるんですよね。そういう点で

はどのように考えているのか、お聞きしたいと思います。

それから、つる割れりんごなんですけれども、私も県の方から資料をいただきました。それ

で、結局水分がその時期に多いということが肥大の元で、それで今ね、ちょうど花が咲いた後

に、薬を開発したらしいんです。ですから、まだ試験では使ったろうけれども、世にはまだ出

ていないというものがヒオモン水溶剤ったかな、これを薬かけのように散布をするということ

だとかですね。あと水分をとにかく出すために、りんごの木の下に水分をはじくシートを敷く

とか、木に何か傷をつけて、そして水分がでやすくするとか、何かそういう指導もこれからし

ていきたいというふうなお話でしたけれども、農家の人から聞いても「いや、どうすればいい

のか結局はわからないで、そのまま続けている」というようなことなので、やっぱり収入をで

すね、少しでも上げる、同時にその一方では１００億円農業ということを掲げているので、そ

の辺の指導も今後早く、きめ細やかにしていただきたいなというふうに思います。

それから、雇用創出の問題なんですけれども、私が考えるのは、要するに仕事を与えるって

いうか、そのことによって、税収入をふやすことができるし、あるいは、税の滞納分を処理す

るというような循環型の経済効果っていうんですか、黒石にお金がないからこういう事業やれ

ないということではなく、そういう形でやっぱり仕事を起こしていくという、積極的に黒石は

考えるということがね、やっぱり今小学校の耐震化の補強工事なども加わってきますから、幅

広く多くの市内の業者に仕事を与えるということが必要かと思います。

それから、さっきの住宅リフォームのことなんですけれども、県内では三沢市でやっている

ということで、三沢市から要項なども含めてお聞きをいたしましたところ、５月の連休明けか

ら３月まで、中途半端ですけど２２年度、約１年間という限定でやっているそうです。６月末

現在で５１件申し込みがあるということですので、そういう点では直す力がないっていうこと

も客観的にあるかもしれないけれども、でも補助があれば直そうというような人たちもある意
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味では多いと思いますので、それで全国的にも今１５４の自治体がこの制度を、中身は少しず

つは違うかもわかりませんけれども、積極的に取り入れて、その地域経済の振興、雇用の創出

ということで考えているということなので、もうちょっと研究しながら考えていただきたいな

ということです。

国保税については、本当は地方交付税に算入して来ているお金はですね、聞いたところ満額

ですと３，６００万円ということなんですね。そうすると、１，２００万円ぐらいしか入って

いないと思いますので、それは必ずやらなければならないというものでも確かにないんだけれ

ども、ひもつきではないから。だけれども、その計算をして９人分の人件費がその枠に入って

るんです。それでも人件費は一般会計からまた出しているという考えもあるかもしれませんけ

れども、そういうことを考えれば、もう少し繰り出しを一般会計からしますと、今までの黒字

分、わからないけれども１億５，０００万から２億近くになるのかどうかわかりませんけれど

も、事務的経費で出してやるということが足ささるとですね、平均例えば１世帯当たり１万円

までいかなくてもね、５，０００円でも引き下げることができる根拠はあるのではないかと思

っていますので、その点どのようにお考えかお聞きいたします。

それから、院内の関係ですけれども、結局、先ほど身体介護してからって言いましたよね。

だから、直接病院につれていくとだめなんです。何かトイレに行くでもいいし、体をふくでも

いいんだけれども、そういう介助してからでないと通所もだめだよということになって、それ

で弘前市内のある施設がずっと病院で待っていたら、それは真っすぐ行ったんだと思いますけ

れども、真っすぐ行って病院で待ってたら注意をされたと、しないでくださいと言われた施設

もあるんです。そういうところから言えば、いろいろと柔軟な対応をしているようですけれど

も、これからもそういうふうになれるかどうか。以上です。

◎議長（斎藤直文） 農林商工部長。

◎農林商工部長兼バイオ技術センター所長兼農業委員会事務局長（小田桐正樹） まずは、戸別

所得補償制度の申し込み状況についてでありますが、申請締め切りとなりました６月の中旬に

市と農協とで合わせて未加入の方々すべて毎戸に加入の意思を確認してございます。結果、現

在加入率は８０％ではありますが、共済加入されていない小規模農家の方々が大半の状況であ

ります。

また、つる割れ対策についてでありますが、原因がさっきも申し上げたとおり、発育時期に

おける水分が関係していると、原因の一つとして水分も挙げられておりますが、そのほかにも

ホルモンの状況異常とか、いろんな原因が研究されております。その原因が多岐にわたるため、

県の研究機関との指導を受けながら、農家への方々の適切な指導・管理を進めていきたいと考

えております。以上です。
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◎議長（斎藤直文） 建設部長。

◎建設部長（三浦裕寛） 雇用創出に関してですけども、上水道の場合は健全化計画とにらめっ

こしながら、よい方向に向かうのであれば、その増資の方も考えていきたいと思っております。

それから、住宅リフォームの補助制度については、現在、国と重複することから考えていま

せんけれども、担当の方に、国の住宅リフォーム支援制度ガイドブック等がありますので、ぜ

ひ相談していただければよろしいかと思っています。以上です。

◎議長（斎藤直文） 企画財政部長。

◎企画財政部長（成田耕作） 一般会計からの国保会計への繰り出しについてはですね、９人分

の人件費及び事務経費、満額繰り出しております。以上でございます。

◎議長（斎藤直文） 健康福祉部長。

◎健康福祉部長（齋藤繁人） 院内介助の再質問について、お答えいたします。

先ほどの答弁どおり、引き続き柔軟に対応して進めていきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。

◎議長（斎藤直文） 以上で、５番工藤禎子議員の一般質問を終わります。

◎議長（斎藤直文） 昼食のため、暫時休憩いたします。

午前１１時４２分 休 憩

午後 １時１２分 開 議

◎議長（斎藤直文） 休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、４番、工藤俊広議員の登壇を求めます。４番。

登 壇

◎４番（工藤俊広） 新風公明クラブの工藤俊広でございます。平成２２年第２回黒石市議会定

例会での一般質問をさせていただきます。

さきの市長選におきましては、他者を寄せつけず、見事４選を果たされました鳴海市長に対

しまして、最大限のエールを送るものであります。総決算の４期目の４年にしたいとの思いを

深く受けとめ、当市の再建、復興のために協力を惜しむものではありません。３期１２年間の

身を切られるような任期の中、ようやくたどり着いた財政再生団体の回避であります。しかし

ながら、一般会計の持ち直しに過ぎませんし、今後特別会計への財政措置や学校の耐震診断を

受けての取り組みなど、間断なき政治課題がありますが、大変なときほど政治には安定が必要

とされます。先日行われました参議院議員選挙におきまして、与党の過半数割れが起きました。

政治家の言葉がどれほど重いのかということを実感した与党の選挙であったと思います。
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黒石市におきましても、山積する課題を黒石市議会として大道団結を持って、当市の進むべ

き道筋を市民の皆さんに提示していかなくてはならないのではないでしょうか。私は、その根

本にあるのが、次世代を担う子供たちを第一義に考えるべきと思います。大人社会は競争社会

であり、成果主義の社会であります。でも、頑張れるのは子供たちのためとの思いで頑張って

こられるのではないかと思います。

それでは、早速質問に入らせていただきます。

まず初めに、少子化についてでありますが、今、日本が抱える大きな問題として、少子化問

題が挙げられると思います。年金、介護、医療などの社会保障制度は、支える側と支えられる

側のバランスが大事であります。しかし、日本の少子化に歯どめがかかりません。少子化の解

決のためには、さまざまな問題の解決が必要と思います。経済的な理由もその一つかもしれま

せん。子供を産み育てる環境の整備も必要でしょう。

当市においては、小学校入学時に２万円の商品券の発行をしています。また、１４回の妊婦

健診の無料化など、厳しい財政の中、子育て支援を行っていますが、人口の増加につなげるま

では至っていません。今後も人口減少は続くと思われますが、そこで当市の少子化の現状につ

いて、お聞きいたします。

現在の各小学校ごとの児童数と空き教室の現状をお聞きいたします。

次に、児童・生徒の予測についてお聞きいたします。

少子化により、空き教室も当然ふえてきます。学校の耐震結果とあわせて、さまざまな判断

が必要となるときが来るものと思いますが、当市の５年後の生徒数の予測は、どのようになっ

ているのかお聞きいたします。

次に、教育環境の将来について、お聞きいたします。

少子化により、学区によっては再編・統合などの問題も出てくる可能性は否定できないと思

います。検討委員会においては、今後の教育環境についてどうあるべきか、さまざまな角度か

ら検討されていることと思います。環境に配慮した太陽光発電や食育のために必要な施設、災

害時に避難所として使われる施設の整備など、今後１０年後、２０年先に責任を持ったビジョ

ンが必要と思います。文部科学省は、「新たな学校施設づくりのアイディア集」をまとめまし

た。ぜひとも検討委員会において活用して、よりよい将来の教育環境づくりに役立ててはと思

いますが、いかがでしょうか。

次に、当市の活性化について、お聞きいたします。

まず初めに、農業について、お聞きいたします。

農家の後継者不足、高齢化は避けられない現状にあると認識しています。当市は農業の活性

化を図るため、夏秋いちごの生産を奨励しています。さらなる取り組みの拡大を期待するもの
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であります。

私は、さらなる活性化ができないものかと考えます。農林水産省は、地産地消の推進策とし

て、強い農業交付金、産地収益力向上支援事業のうち地産地消の取り組みの推進、未来を切り

拓く６次産業創出総合対策のうち地産地消、販路拡大、価格向上などの支援事業を行っていま

す。弘前市においては、この事業を活用し、ドラゴンフルーツなどの生産をしています。また、

焼きそばの町、横手では、地物の農産物を焼きそばに使い、契約栽培による低農薬の野菜を使

い、食の安心・安全とブランド力の向上を図り、地産地消による農業の活性化を図っています。

当市においても、これらの事業を活用してはどうかと思いますが、いかがでしょうか。

次に、観光について、お聞きいたします。

新幹線が１２月４日には全線開通いたします。開通を前に、当市もこみせを核としたまちづ

くりに取り組んでいるところであります。整備に時間のかかるものもあります。財源の問題や

マンパワー、商品開発など、観光の活性化についてはいろいろな問題があると思います。新幹

線が青森まで来ますが、そこからどう黒石まで足を運んでもらうかが大事であります。

先日、黒石を訪れた関西の女性観光客は、高速道路１，０００円を活用して来たところ、

「こみせに行きたいと思って来たけれど、案内板や道の駅などにパンフレットが見当たらなか

った」などの指摘がありました。新幹線で来てもレンタカーを利用することも考えられます。

観光黒石をさらにアピールするために、駅、飛行場、観光案内所、道の駅、高速道路のサービ

スエリア、レンタカーの窓口など、考えられるところに観光黒石がアピールできるものを置い

てもらうべきだと思いますが、いかがでしょうか。また、新幹線開通を見据えて取り組んでい

る近隣市町村との連携強化による観光開発は、現在どのようになっているのかお聞きいたしま

す。

最後に、雇用について、お聞きいたします。

当市にとって大事な若者が「仕事がない」との嘆きの声をよく耳にします。短期間のアルバ

イト、介護にかかわる仕事はあるけれども、資格がないなど、非常に厳しい現状にあることは

間違いありません。当市における高校生の新卒予定者が、就職を希望する人数はどのくらいい

るのかお知らせください。あわせて、現在の失業者数はどのくらいあるのかお聞きいたします。

国はこのような現状に対して、緊急雇用対策やふるさと雇用などの対策を行いました。これ

らの事業の利用状況はどのようになっているのか。また、今後の雇用対策の展望がありました

ら、お聞かせいただきたいと思います。

以上、参議院選挙終了後の壇上からの質問を終わります。御清聴ありがとうございました。

（拍手） 降 壇

◎議長（斎藤直文） 理事者の答弁を求めます。市長。
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登 壇

◎市長（鳴海広道） 新風公明クラブ、工藤俊広議員にお答えをいたします。

当市の活性化についての農業について、お答えいたします。

当市では、生産される農産物は米、りんご、野菜、花卉など、多種多様でありますが、これ

らの地元農産物の地産地消の推進に関係する交付金及び支援事業の活用につきましては、これ

までの地産に関する施設整備の農協の大型施設や営農団体等に補助事業を活用してきました。

また、地消につきましては、りんごのワイン特区の取得や山形地区グリーンツーリズムの交流

推進のための体制づくり、さらには７カ所ある産地直売所に対する黒石産地直売所マップ作成

などのソフト面での支援をしているところであります。

これまでの事業成果を上げるためにも、今後も農業の生産、流通、加工、消費を含めた６次

産業化の推進は、より重要になってくるものと思われることから、新しい支援体制の内容をさ

らに研究しながら、農協等と連携を図り、事業の活用展開を図ってまいりたいと考えておりま

す。以上であります。

降 壇

◎議長（斎藤直文） 教育長。

◎教育長（横山重三） 工藤俊広議員の御質問にお答えいたします。

少子化についての初めに、少子化の現状について、お答え申し上げます。

平成２２年５月１日現在、黒石小学校２６６人、六郷小学校１００人、上十川小学校１８３

人、中郷小学校４４１人、北陽小学校１２３人、東英小学校１４８人、牡丹平小学校６３人、

浅瀬石小学校１０７人、追子野木小学校２２６人、黒石東小学校４１１人で、合計では２，０

６８人が在籍しております。また、学級数が減少した学校では、学習方法や指導方法の工夫・

改善に対応する学習のための特別教室として、空いた教室を有効に活用いたしております。

次に、児童生徒数の予測についてでございますが、５年後の平成２７年度の児童数の予測は

１，５５９人でございます。児童数でいいますと５０９人、率では約２５％の減少となります。

最後に、教育環境の将来について、お答えいたします。

これからの施設の建設に当たっては、議員から御提言のありました文部科学省の「新たな学

校施設づくりのアイディア集」を参考に、新たな時代の学校教育に対応するため、既成の学校

施設の形態の枠にとらわれず、実情に応じた柔軟な発想で、関係者が十分に話し合って進めて

いくことが重要だと考えております。以上でございます。

◎議長（斎藤直文） 農林商工部長。

◎農林商工部長兼バイオ技術センター所長兼農業委員会事務局長（小田桐正樹） まずは、当市

の活性化についての観光について、お答えいたします。
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観光黒石のＰＲ活動としては、東北自動車道仙台以北のサービスエリア、パーキングエリア

にポスター・パンフレットを配置し、黒石の観光情報等を発信するとともに、青森県ふるさと

雇用再生特別対策事業並びに青森県緊急雇用創出対策事業を活用しながら、黒石やきそばの案

内所や中町こみせ通りに観光ガイドを設置するなど、観光情報の発信と提供を行っているとこ

ろであります。また、１２月４日の新青森駅開業を見据え、重要伝統的建造物群に選定された

中町こみせや黒石よされ、小嵐山・黒石温泉郷等を市内外に積極的にＰＲし、観光力向上に努

めております。

次に、広域の観光連携についてでありますが、現在、県を初め、青森県観光連盟、黒石市、

平川市、田舎館村の２市１村で組織している津軽南地域新幹線開業効果研究会、また、津軽地

域を対象とした津軽広域観光圏協議会並びに観光ＰＲ・農林水産物の直売等を東青、西北五、

中南の１９市町村が合同で事業展開する組織を設立し、広域的な観光ＰＲ事業を目指し、進め

ているところであります。

パンフレットの配置については、協力展示箇所の拡大に努めるとともに、今後も観光客にい

かに満足・感動を与えるか、関係各機関と検討・研究を重ね、新たな地域資源の掘り起こしや

磨き上げによる観光コンテンツの整備と充実を図り、本市の魅力を全国に発信し、誘客につな

げていきたいと考えております。

次に、雇用について、お答えいたします。

まず、市内二つの高校の卒業予定者３４９人中、就職を希望している生徒の数は１０２人で

あります。

二つ目の失業者数についての質問でありますが、ハローワーク黒石では、失業者のデータを

把握できていないとのことから、有効求職者数でお答えいたします。管内の有効求職者数は２，

４８６人で、有効求人数が３５５人であることから、有効求人倍率は０．１４倍と、求人者に

とりましては依然厳しい状況が続いております。

次に、緊急雇用及びふるさと雇用の件についてでありますが、まず緊急的な支援措置を目的

とした緊急雇用は、教育、環境及び産業振興分野などで２１事業あり、雇用者数は８２人で、

昨年と合わせると１７０人になります。また、市が委託した事業の終了後も雇用を条件とした

ふるさと雇用でありますが、現在、観光や農林分野で４事業あり、雇用者数は１０人でありま

す。昨年当初は３事業で３人でしたが、新規事業や事業拡充により雇用者をふやしております。

この緊急雇用及びふるさと雇用につきましては、国では平成２３年までとしております。た

だし、今定例会におきましても、新規事業や事業拡充を補正予算として提案してございますが、

今後も事業を計画、要望をしてまいりたいと考えております。以上です。

◎議長（斎藤直文） 答弁漏れありませんか。
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（なし）

◎議長（斎藤直文） 再質問を許します。４番。

◎４番（工藤俊広） ありがとうございました。

農業の部分で、産直のマップを作成しているとのことですけれども、これいつまでかけてつ

くられるのかお聞きしたいと思います。

少子化の部分でありますが、先ほど中田議員の質問にもありましたけれども、やはりこうい

う少子化のデータでありますとか、将来的にこんだけ、たった１，５００人しかいなくなるん

だということとか、そういったことを真正面から出前講座みたいな形でですね、各地域に出向

いて、当市の今の現状ということをやはり伝えていくべきなのではないかなと思いますけれど

も、いかがでございましょうか。

◎議長（斎藤直文） 教育長。

◎教育長（横山重三） 同感でございます。

先ほど、学区再編、学校統合等で各地域を尋ねるということを申し上げましたけれども、そ

れとはまた別の観点で、機会をまた別にしてでもですね、協議会等にお手伝いをいただきなが

ら、地区の説明に当たるなども必要かなということを考えております。一番一つ考えられるの

は、今人数発表して「いやあ、少なくなったなあ」と実感されたと思いますが、ただこれは５

年後のことを申し上げたところでありますが、変わることを望んでいますね、ふえることを望

んではいるんですが、このままずっと全部減ってしまうという、そういう暗い危機感っていい

ますか、そういうことでなくして、ある面では現段階で予想できる数字でございますので、そ

の辺はひとつわきまえていただければと思っておりました。

いずれにしましても、おっしゃったとおり、地域でのコミュニケーションを比較的とってい

くように努力いたしたいと思っています。以上です。

◎議長（斎藤直文） 農林商工部長。

◎農林商工部長兼バイオ技術センター所長兼農業委員会事務局長（小田桐正樹） 産直マップに

ついてでありますが、既に配置・展示しておるところでありますが、さらに皆さんのお目につ

くように展示方法等を工夫してまいりたいと思います。以上です。

◎議長（斎藤直文） 以上で、４番工藤俊広議員の一般質問を終わります。

◎議長（斎藤直文） 議場が暑いので、上着を脱ぐことを許可いたします。

次に、３番大溝雅昭議員の登壇を求めます。３番。

登 壇

◎３番（大溝雅昭） こんにちは。新風公明クラブの大溝雅昭でございます。平成２２年第２回
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定例会におきまして、一般質問をさせていただきます。

まずは、鳴海市長４期目の御当選おめでとうございます。健康に留意しながら、さらなる４

年間、黒石市民のために奮闘してくださることを御期待いたします。

先日、参議院選挙が終わり、与党民主党は参議院で過半数を確保できませんでした。結果と

して、衆参のねじれ国会となり、安定しない政権が続くこととなりました。ギリシャ危機の混

乱に影響を受けた菅総理が、消費税値上げの議論に言及し、国の財政再建に取り組む姿勢を示

したところ、出鼻を大きく砕かれる結果になりました。それだけ財政再建は国民生活に痛みを

伴うものであり、国民の理解を得ることは難しいということです。黒石市の財政再建の取り組

みを少し参考にしていただければとも思いました。

それでは、質問に入ります。

一つ目に質問は、耐震検査についての質問であります。

さきに、市民文化会館の耐震検査の結果が発表され、そして先日、小中学校等の耐震の結果

が発表されました。中田議員の質問と重複している部分もありますが、教育の問題について、

私と中田議員とのスタンスが違うと考えますので、改めて質問させていただきます。

小中学校の耐震検査の結果について、今後どのような対策をとるのか、まず質問いたします。

また、現在進められている適正配置検討委員会にどう影響してくるのかを質問いたします。

次に、文化会館の耐震検査の結果はどうだったのか。文化会館につきましては、前回の議会

で、再開について検討を始めるという答弁がありましたが、文化会館の耐震の結果について、

そして再開についての調査結果はいつごろ出るのか、これからのスケジュールを質問いたしま

す。

二つ目は、黒石市の「住みよさランキング」についての質問であります。

昨年の１２月定例会で、都市データパック２００９年度版のデータについて質問いたしまし

た。市長は「内容は受けとめるが、数字についてはあえて気にしない」と答弁されておりまし

た。先ごろ２０１０年度版のデータが出ましたので、早速取り寄せて内容を見ました。

すると残念なことに、悪かったランキングがさらに悪くなっておりました。総合では６６７

位から７３７位、財政健全度７４６位から７４７位、成長力７００位から７３１位、民力度６

９２位から７４８位、安心度６２２位から７２３位。民力度と安心度が低下し、総合順位を押

し下げた結果となっております。県内でもいまだ総合の最下位が黒石市です。近いところにい

るのが、つがる市が７１２位、むつ市が６８７位でした。また、気になる指標では、納税者１

人当たりの所得がさらに下がっておりました。２３０万６，０００円から、これは７６８位で

したが、２２４万円、７８２位と最低に近いランクになっております。多分、この都市データ

パックを見た人は、だれも黒石に住みたいとは思わないと思います。
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しかし一方、黒石青年会議所が先日実施した市民アンケートの中で、黒石市に住み続けたい

という意見が５割以上はありました。それはデータ以外の自然、歴史、文化、伝統、コミュニ

ティーなど、数字にあらわせない黒石のよさがほかにもたくさんあるからであると思います。

しかし、現実の生活はデータの示すとおり、ますます厳しいものになっていると思います。

各料金の値上げ、ごみの有料化。国民年金も年々負担が上がりますし、国民保険も負担が大き

く、滞納がふえております。下水道料金も値上げが前提の計画が進んでおります。市営住宅も

ストップしたままの現状です。

私は、財政再建は目的ではなく、市民の暮らしを支えるための手段だと考えます。財政を健

全化し、市民サービスを充実させる。そして明るい豊かな黒石の実現を目指していかなければ

ならないと考えます。財政健全化と市民サービスを車の両輪とし、明るい豊かな黒石の実現の

ために市政を前進させていかなければならないと考えます。今の黒石市の市政の課題は、財政

再建のほかに、市民の住みよさをどうやって向上させていくのか、冷え切った市民の暮らしを

どう支え、向上させていくのかが必要だと考えます。新しい総合計画について、黒石市の住み

よさ、暮らしやすさについては、どう取り組んでいくのかを質問させていただきます。

三つ目の質問は、観光と産業の問題についてであります。

黒石の主要産業は農業であり、りんごと米が主要作物であります。まずは、りんごの活用に

ついて、質問いたします。

黒石りんごは「おいしい」と自慢していますが、夏の観光シーズンに食べることができるの

でしょうか。買うことができるのでしょうか。普段の生活や給食でも、生産地としてどれだけ

りんごにこだわっているでしょうか。りんごの地産地消を促進する必要があり、もっと地元が

りんごにこだわる必要があります。それがいろいろな商品を生み出し、観光にまでつながって

いきます。観光客にもいつでも黒石のおいしいりんごを、季節季節でいろいろな形で楽しんで

もらうことができないのでしょうか。りんごの地産地消への取り組みと観光への取り組みにつ

いての現状を質問いたします。

次は、米の活用についての質問です。

黒石米と言いますが、おいしい黒石米はどこで売っているのでしょうか。黒石米が食べられ

る店はあるのでしょうか。米の地産地消を促進し、黒石の米のおいしさを理解し、味わっても

らう機会やお店などをふやしていかなければならないと考えます。それが観光にまでつながり、

おいしい黒石米を黒石に来た人に食べてもらうことができるのです。まず、産地がもっと黒石

米にこだわる必要があります。米の地産地消の取り組みと観光への取り組みについての現状を

質問いたします。

７月に入りまして、もうすぐねぷた祭りが始まります。ことしは、幾つかの町内でねぷたを
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出すのをやめるという話を聞いております。非常に残念なことです。少子高齢化の影響もあり

ますが、今までぎりぎりで頑張ってきたものが、ちょっとしたきっかけでなくなってしまいま

す。歴史、文化、伝統、コミュニティーもだれかが頑張ってぎりぎりでつながっているのです。

私も町内のねぷたにかかわっておりますが、みんなで支えなければ大事なものがなくなってし

まうのです。先ほどの質問の中にありました、データにあらわれない黒石の豊かさ、よさ、歴

史、文化、伝統などを守るのも容易ではなくなってきている現状があると思います。ことしの

ねぷた祭り、黒石よされが天候に恵まれ、大成功することを願うものであります。

以上をもちまして、壇上よりの質問を終わります。御清聴ありがとうございました。

（拍手） 降 壇

◎議長（斎藤直文） 理事者の答弁を求めます。市長。

登 壇

◎市長（鳴海広道） 大溝雅昭議員に、私からは、住みよさランキングについて、お答えをした

いと思います。

御指摘の点については、率直に真摯に受けとめておきたいと思います。これは言うまでもな

く、ですから頑張らなきゃならないわけであります。今、もう少し時間をいただきたいと、そ

う思います。

なお、議員御指摘の内容については、病院病床数や大型小売店店舗面積、転入転出人口比率、

地方税収入など、数値化できるもので構成され、一番大事な自然環境や美しい景観、地域コミ

ュニティーなどは考慮されておりません。北海道や東北、四国、九州地方など、中心都市から

距離のある、比較的利便性に欠ける地域が下位を占める結果となっております。

現在策定中の黒石市総合計画は、定住対策や町並み、人づくりを重点施策として位置づけ、

特に、黒石の魅力である「おいしい農産物」「美しい自然景観」「豊富な観光資源」「地域に

根差したコミュニティー」などを伸ばし、住みよさの向上へ結びつける施策を柱としてまいり

たいと思っております。

また、市の目指す姿、市民の役割、市の取り組みなどを明確にするとともに、市民と行政の

良好な協働体制を確立し、力強く前進する内容となるよう検討してまいりたいと思います。以

上であります。

降 壇

◎議長（斎藤直文） 教育長。

◎教育長（横山重三） 大溝議員の御質問にお答えいたします。

耐震検査について、小中学校の耐震検査の結果と対策について申し上げます。

今回の耐震診断では、昭和５６年６月以前に設計・建設された小学校３校１１棟、中学校２
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校３棟と幼稚園１棟の計５校１園１５棟の耐震診断を行いました。

その結果、構造耐震指標であるＩｓ値が０．３以上０．６未満で「要補強」となったのは、

黒石小学校の教室棟と上十川小学校の管理教室棟、中郷小学校の北教室棟、それから東英中学

校の管理教室棟の４棟でございます。

また、Ｉｓ値が０．３未満で「要改築」となったのは、黒石小学校、中郷小学校、東英中学

校の体育館と黒石幼稚園の園舎でありました。黒石中学校体育館はＩｓ値が０．３４だったも

のの、構造上補強が困難なことから「要改築」の判定結果となりました。

次に、今後の対策についてでございますが、この結果を受け、速やかに耐震補強と改築整備

に入りますが、危険度の高い施設を基本とし、まずは学習・生活の場となる教室棟を優先して、

その後順次体育館等の改築に着手してまいります。

最後に、検討委員会の影響でございますが、適正配置検討委員会は、将来的な少子化に伴う

学校の適正規模や配置などを検討するものでございまして、児童・生徒の安全性の確保を最優

先とする診断結果による補強や改築とは、対応が異なることがあることを御理解いただきたい

と思います。以上でございます。

◎議長（斎藤直文） 農林商工部長。

◎農林商工部長兼バイオ技術センター所長兼農業委員会事務局長（小田桐正樹） まずは、産業

と観光のりんごの活用について、お答えいたします。

当市は、味のよい黒石りんごの評価をより一層高めるために、高品質りんごの安定生産に努

めるとともに、消費者に求められる安全・安心で顔が見えるりんご産地を目指しているところ

であります。市内には現在、観光りんご園を初め、直売施設が７カ所あり、りんごのほか、旬

の生鮮品を扱い、観光客を初め、消費者の方々に非常に喜ばれているところであります。

また、りんごの地元での消費については、秋に開催されるりんごまつりなどの時期を除いて

は、県外市場での取引が主となっております。

しかしながら、５月の連休にアップルハウスで実施されたかまくらりんごの販売については、

非常に好評を博しているところでもあります。

次に、米の活用についてでありますが、良好な栽培条件が整っている本市の水田地帯で収穫

された黒石米は、古くから良質米として有名であります。一部ではありますが、契約出荷を実

施し、固定客を得ているとのことでもあります。反面、自家消費を除くと、地元での流通が一

部にとどまっている状況でもあります。

市としては、味のよい黒石りんごと黒石米の消費拡大のために、産直施設などのＰＲも含め、

地産地消をさらに進め、１年を通し、観光客にも喜んでいただけるよう、良品質の生産を推し

進めていく考えであります。以上です。
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◎議長（斎藤直文） 教育部長。

◎教育部長（久保正彦） 耐震検査の中の文化会館の耐震検査の結果と対策について、お答えい

たします。

耐震診断については、地震に対して安全であるとの診断結果がでました。なお、その結果に

ついては市報に掲載し、市民へ周知を図っております。

今後のスケジュールについては、先ほど中田議員にお答えしたとおりであり、検討結果につ

いては、ことし１１月末ころまでには教育委員会として決定していきたいというふうに考えて

おります。以上です。

◎議長（斎藤直文） 答弁漏れありませんか。

（なし）

◎議長（斎藤直文） 再質問を許します。３番。

◎３番（大溝雅昭） 再質問をさせていただきます。

まず、学校等の耐震検査についてですけれども、学校の耐震と文化会館の先ほどの再開の話、

そして少子化に対応した適正配置の問題、あと黒石幼稚園の問題もあると思います。各問題が

ばらばらというか、その問題ごとに議論しているようですが、最後はやはりトータルで議論し

て、優先順位を決めていかなければなりませんし、その決定の時期は、近づいてきているので

はないかなというふうに考えております。子供たちのためという視点を第一にしながら、財政

も絡めて総合的な判断を議論する場が今後必要になってくるのではないでしょうか。中田議員

との考え方の違いということを先ほど言いましたけれども、例えば私は、文化会館の限定的な

再開よりも学校の耐震の方が先だろうという考えを持っておりますし、また、学校の再編も小

学校と中学校を分けて考える必要があると考えております。また、学校給食の問題も必要性は

ますます高まっており、優先順位的には高い方ではないかなというふうに考えております。で

すから、そういったことをトータルで議論する場が今後必要になってくるということで、その

点について、御答弁があればお願いしたいと思います。

次に、黒石のランキングについてですけども、少子高齢化社会の次に来るのは人口減少社会

であります。暮らしやすさの底辺を押し上げなければ、人口減少に歯どめはかからないという

ことになると思います。その中で、やはり若い世代に着目した子育て、住宅、教育などの中に、

黒石ならではの特徴を出す施策が必要ではないかと考えます。また、前にも議会で話したこと

がありますけれども、若年層の配偶率を上げる、結婚ですね。結婚できない人を減らすという

か、結婚率を高めるという施策もですね、これから本当に必要になってくるんではないかとい

うふうに考えます。そういった面で、黒石独自の施策を行っていかなければ、人口減少に…。

黒石の特徴を生かしながらですね、黒石独自の施策を行って人口減少に歯どめをかける必要が
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あるのではないかというふうに考えます。

最後に、観光と産業の問題についてですけれども、地産地消が言葉は数年前から話されてい

ますけれども、意外と進んでいないという現状ですね、今回の質問で知ることができました。

米とりんごも９割以上が地元で消費されていないということであります。まして、それが観光

にまでつながる現状にはやはりまだなっていないということだと思います。せっかくこみせを

見にきたりですね、つゆ焼きそばを食べにきた観光客にそれだけで返すのではなくて、時期を

問わず通年で黒石のおいしいものを味わい、そしてまた買ってもらえる体制を整える必要があ

ると考えていましたが、現状ではなかなか逆に難しいかなということがわかりました。しかし、

できないというのではやはりだめでありまして、できない理由を探してもしようがありません

ので、農業から商業、そして観光まで連携をとって、そういう体制をとれるようにしていただ

きたいと、それが今の行政の役割ではないか。そのための商工、労働、観光というつながりを

生かしていただけるのじゃないかなというふうに思いますので、それにつなげる運動を起こし

ていただきたいという、そういう前向きな取り組みができないのか、お答えできればお願いし

たいと思います。以上です。

◎議長（斎藤直文） 教育部長。

◎教育部長（久保正彦） 再質問にお答えいたします。

例えば、安全性の確保を図る学校耐震化、それから市民の便宜を図る文化会館等の再開、そ

の他いろいろ掲げておられましたが、いずれも大切なことでありまして、それぞれの対応策を

どこまで可能なのか、どうすれば可能なのか、総合的な判断十分に検討しながら、総合的な判

断しながら、今後計画的に進めていきたいと考えます。以上であります。

◎議長（斎藤直文） 農林商工部長。

◎農林商工部長兼バイオ技術センター所長兼農業委員会事務局長（小田桐正樹） 地産地消に取

り組む体制づくりの推進についてでございますけれども、産業振興協議会を初め、県、農協等

との連携をさらに深め、体制づくりをさらに推進していきたいと考えております。以上です。

◎議長（斎藤直文） 企画財政部長。

◎企画財政部長（成田耕作） 暮らしやすさということで、人口減少などございますけれども、

今策定中の黒石市総合計画の中で検討してまいりたいと、そのように思っております。以上で

ございます。

◎議長（斎藤直文） 以上で、３番大溝雅昭議員の一般質問を終わります。

◎議長（斎藤直文） これで、通告のありました一般質問は全部終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。
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午後２時０２分 散 会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

平成２２年７月１３日

黒 石 市 議 会 議 長 斎 藤 直 文

黒 石 市 議 会 議 員 大久保 朝 泰

黒 石 市 議 会 議 員 福 士 幸 雄


